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１．研究計画の概要 
(1) サンスクリット大叙事詩マハーバーラ
タの内容構成および叙述の枠組を分析し、同
叙事詩の形成過程を解明する。 
 
(2) マハーバーラタと他叙事詩、例えばラー
マーヤナやハリヴァンシャ等との関連につ
いて調査考察し、マハーバーラタ形成の諸段
階のおほよその年代を推定する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)マハーバーラタの叙述の枠組の形成過程、
およびそれぞれの枠組の基本性格を解明す
ることができた。 
 
(2) マハーバーラタの形成過程における付
篇ハリヴァンシャの位置を解明することが
できた。またマハーバーラタとラーマーヤナ
の内容的連関をある程度まで明らかにする
ことができた。 
 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 マハーバーラタ主要部の成立時が、マウリ
ヤ朝時代もしくはそれ以前に遡ることを確
認しえた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) マハーバーラタの付篇ハリヴァンシャ
の第３部に注目し、その背景をなすシュンガ
王朝の歴史を解明する。 
 
(2)ラーマーヤナ第７巻ウッタラカーンダの
内容と構成を分析調査し、マハーバーラタの

テキスト形成史の諸問題に側面から光をあ
てたい。 
 
(3)他文化の神話・叙事詩をも概観し、マハ
ーバーラタの基本性格をさらに解明したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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